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 我が国では 2020 年 4 月から新検査制度（原子力規制検査）が施行され、本格運用が開始された。著者らは、

原子力規制検査の継続的改善を目的にアンケート調査・文献調査を実施し、基本概念に対する理解状況の把

握や、運用体系に関する課題認識を抽出した。これらの調査結果に基づき、原子力規制検査制度の実効性を

高めるために、様々なステークホルダーと業務改善に関する議論を行う取組を強化する必要性を認識した。 
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1. 緒言 

2020 年 4 月から施行された原子力規制検査制度について、2019 年度、2020 年度と実施された調査（検査

業務に携わる職員を対象としたアンケート調査及びインタビュー調査）において確認された理解度及び運用

実態などを継続的に把握することに加え、制度の実効性向上に関する継続的な改善策を検討することを目的

として、検査業務などに携わる職員を対象としたアンケート調査を実施した。また、原子炉監督プロセス

（Reactor Oversight Process：ROP）を実施する米国の改善活動の一つである ROP Enhancement に関する文献調

査を実施した。 

2．検査制度運用に係る課題抽出 

アンケート調査において、継続して検査官の原子力規制検査に対する理解度がある程度高まっているとの

結果が確認された一方で、①新検査制度の実践に係る検査官個人の力量の向上、②廃止措置プラントや再処

理施設等も検査の対象となっている、③フリーアクセスや気づき事項・指摘事項に関する事業者とのコミュ

ニケーション・立地自治体や国民等のステークホルダーの間でのコミュニケーション、といった点において

課題認識・改善点が抽出された。また、原子力規制検査の実効性の向上には検査官のモチベーションが重要

であることが示唆されており、モチベーションを維持・向上するための納得感のある検査制度と運用体系を

構築するために、NRC における検査官の納得を得るために実施されてきた取り組みに着目することは有効な

アプローチであり、ROP Enhancement は NRC内外のステークホルダーとの議論を踏まえた、ROP を適正化す

る効率的・効果的な手法である。検討内容は我が国における喫緊の課題であるとは限らないが、ステークホ

ルダーとのコミュニケーションの中で納得感を醸成しながら制度を適正化する枠組みは参考に値する。 
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